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(57)【要約】
【課題】製造誤差や取り付け誤差があっても、吸収剤収
納ケースの着脱が容易で、接続部の漏れがなく確実に接
続するようにした呼吸機能検査装置を提供する。
【解決手段】凹部１８に収納ケース５をさらに挿入する
と、リップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が矢印６６方向にさ
らに倒れて、雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７
４Ｂにリップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が線接触する。雌
継手７１Ａ、７１Ｂや雄継手６１Ａ、６１Ｂの製造誤差
や取り付け誤差があっても、リップ部６５Ａ、６５Ｂの
右端が、線接触状態を維持したままで矢印６６方向に倒
れて誤差を吸収する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の呼吸機能を検査する呼吸機能検査装置であって、
　前記呼吸機能検査装置の本体部には、二酸化炭素ガスを吸収する吸収剤を収納した収納
ケースを呼吸経路に接続するための接続部が設けられ、
　前記接続部は円筒状の雌継手を有しており、
　前記収納ケースは前記雌継手に挿入されて内嵌する円筒状の雄継手を備え、
　前記雄継手は弾性部材で形成され、
　前記雄継手の一端は前記収納ケースに固定され、
　前記雄継手の他端は前記収納ケースから突出してその外周面が前記雌継手の内周面に内
嵌し、
　前記雄継手の他端外周面には、前記雄継手の外周面から半径方向外側に突出し、前記雄
継手の他端側から一端側に向かって斜めに拡径するとともに、前記雌継手の内周面に線接
触するリップ部が形成されている
　ことを特徴とする呼吸機能検査装置。
【請求項２】
　請求項１に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記雌継手の内径は、前記雄継手が内嵌している状態における該雄継手の他端側から一
端側に向かって縮径しない
　ことを特徴とする呼吸機能検査装置。
【請求項３】
　請求項２に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記接続部は、前記呼吸機能検査装置の本体部の側面に形成された凹部であり、
　前記凹部は、前記収納ケースの底面が載置されて前記収納ケースの下向きの荷重を支持
する荷重支持面を有し、
　前記荷重支持面には、前記収納ケースの挿入方向に平行に形成された第１の案内レール
が設けられ、
　前記収納ケースの底面には、前記収納ケースの挿入方向に平行に形成され、前記第１の
案内レールに係合する案内溝が設けられている
　ことを特徴とする呼吸機能検査装置。
【請求項４】
　請求項３に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記凹部の上面には、前記収納ケースの挿入方向に平行に形成された第２の案内レール
が設けられ、
　前記収納ケース５の上部には、前記第２の案内レールに係合する係合突起が形成されて
いる
　ことを特徴とする呼吸機能検査装置。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記凹部は、
　前記呼吸機能検査装置の本体部に開閉可能に取り付けられ、呼吸空間を遮蔽する開閉扉
の側面に形成されている
　ことを特徴とする呼吸機能検査装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被験者から呼吸経路に呼出される二酸化炭素ガスを吸収する吸収剤を収納し
た収納ケースを備える呼吸機能検査装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、特許文献１に示す呼吸機能検査装置のように、被験者から呼吸経路に呼出さ
れる二酸化炭素ガスを吸収剤（ソーダライム）に吸収させつつ呼吸機能を検査する呼吸機
能検査装置が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３７３６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そして、このような呼吸機能検査装置として、吸収剤を交換可能とするために、吸収剤
を収納した収納ケースごと交換するようにしたものがある。しかしながら、このような収
納ケースは呼吸経路に設けられるものであるため、呼吸機能検査に影響を及ぼすこと無く
その交換を容易化することが困難であった。
【０００５】
　本発明の目的は、呼吸機能の検査に影響を及ぼすことなく容易に収納ケースを交換可能
な呼吸機能検査装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題は以下の手段によって解決される。
　すなわち、手段１の呼吸機能検査装置は、
　被験者の呼吸機能を検査する呼吸機能検査装置（１）であって、
　前記呼吸機能検査装置の本体部（１１）には、二酸化炭素ガスを吸収する吸収剤（５１
）を収納した収納ケース（５）を呼吸経路に接続するための接続部（凹部１８）が設けら
れ、
　前記接続部は円筒状の雌継手（７１Ａ，７１Ｂ）を有しており、
　前記収納ケースは前記雌継手に挿入されて内嵌する円筒状の雄継手（６１Ａ，６１Ｂ）
を備え、
　前記雄継手は弾性部材で形成され、
　前記雄継手の一端は前記収納ケースに固定され、
　前記雄継手の他端は前記収納ケースから突出してその外周面（６４Ａ，６４Ｂ）が前記
雌継手の内周面（７４Ａ，７４Ｂ）に内嵌し、
　前記雄継手の他端外周面には、前記雄継手の外周面から半径方向外側に突出し、前記雄
継手の他端側から一端側に向かって斜めに拡径するとともに、前記雌継手の内周面に線接
触するリップ部（６５Ａ，６５Ｂ）が形成されている
　ことを特徴とする。
　本手段によれば、呼吸機能の検査に影響を及ぼすことなく容易に収納ケースを交換可能
とすることができる。
【０００７】
　手段２の呼吸機能検査装置は、
　手段１に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記雌継手の内径は、前記雄継手が内嵌している状態における該雄継手の他端側から一
端側に向かって縮径しない
　ことを特徴とする。
　本手段によれば、収納ケースを本体部から容易に取り外すことができる。
【０００８】
　手段３の呼吸機能検査装置は、
　手段２に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記接続部は、前記呼吸機能検査装置の本体部（１１）の側面に形成された凹部（１８
）であり、
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　前記凹部は、前記収納ケースの底面（５３１）が載置されて前記収納ケースの下向きの
荷重を支持する荷重支持面（１８１）を有し、
　前記荷重支持面には、前記収納ケースの挿入方向に平行に形成された第１の案内レール
（１８２）が設けられ、
　前記収納ケースの底面には、前記収納ケースの挿入方向に平行に形成され、前記第１の
案内レールに係合する案内溝（５３２）が設けられている
　ことを特徴とする。
　本手段によれば、収納ケースを本体部と着脱する際の操作が容易となる。
【０００９】
　手段４の呼吸機能検査装置は、
　手段３に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記凹部の上面（１８３）には、前記収納ケースの挿入方向に平行に形成された第２の
案内レール（１８４）が設けられ、
　前記収納ケース５の上部（上板５２）には、前記第２の案内レールに係合する係合突起
（５２３）が形成されている
　ことを特徴とする。
　本手段によれば、収納ケースを本体部と着脱する際の操作が容易となる。
【００１０】
　手段５の呼吸機能検査装置は、
　手段３又は４に記載した呼吸機能検査装置であって、
　前記凹部は、
　前記呼吸機能検査装置の本体部に開閉可能に取り付けられ、呼吸空間を遮蔽する開閉扉
（１７）の側面に形成されている
　ことを特徴とする。
　本手段によれば、開閉扉のスペースを有効に活用して本体部の大型化を抑止することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態の呼吸機能検査装置の外観を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）
は（ａ）の平面図である。
【図２】図２は、図１の呼吸機能検査装置の開閉扉を開いた状態を示す斜視図である。
【図３】図３は、図１の呼吸機能検査装置の開閉扉の背面図である。
【図４】図４は、収納ケースと呼吸経路との接続形態を示す説明図である。
【図５】図５は、図１の呼吸機能検査装置の開閉扉の側面に装着された本実施形態の収納
ケースを示す縦断面図である。
【図６】図６は、図５のＰ矢視図である。
【図７】図７は、収納ケースを取り外した状態を示す呼吸機能検査装置の本体部の側面の
縦断面図である。
【図８】図８は、図７のＱ矢視図である。
【図９】図９は、本実施形態の呼吸機能検査装置の雌継手と雄継手の接合部を示し、（ａ
）は雌継手に対して雄継手の挿入を開始した状態を示す拡大縦断面図、（ｂ）は雌継手に
対して雄継手の挿入が完了した状態を示す拡大縦断面図である。
【図１０】図１０は、本実施形態の雄継手を成形する金型を示す拡大縦断面図である。
【図１１】図１１は、比較例の呼吸機能検査装置の本体部の側面に装着された収納ケース
の雄継手と本体部の雌継手の接合部周辺を示す縦断面図である。
【図１２】図１２は、図１１の雌継手と雄継手の接合部を示し、（ａ）は雌継手に対して
雄継手の挿入を開始した状態を示す拡大縦断面図、（ｂ）は雌継手に対して雄継手の挿入
が完了した状態を示す拡大縦断面図である。
【図１３】図１３は、比較例の雌継手を成形する金型を示す拡大縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　以下、本実施形態の呼吸機能検査装置を図面に基づいて説明する。図１は本実施形態の
呼吸機能検査装置の外観を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）の平面図である。図２
は図１の呼吸機能検査装置の開閉扉を開いた状態を示す斜視図である。図１、図２に示す
ように、本発明の呼吸機能検査装置１は、筐体である本体部１１と、本体部１１に内蔵さ
れたローリングシール型スパイロメータ１２等から構成される。本体部１１の上面には、
キーボード１３、ＣＲＴ１４、プリンタ１５、マウス１６が載置され、本体部１１の内部
には制御部（図示せず）が備えられている。本体部１１の左側面には、開閉扉１７が蝶番
によって開閉可能に取り付けられ、開閉扉１７を閉じてローリングシール型スパイロメー
タ１２を遮蔽する。
【００１３】
　図１に示すように、開閉扉１７の側面には上下方向に長い凹部１８が形成され、この凹
部１８に本発明の収納ケースが着脱可能に取り付けられる。また、図１及び図３に示すよ
うに、開閉扉１７の外壁１７ｂには、凹部１８と対向する位置に吸気チューブ接続口３８
ｂ、呼気チューブ接続口３９ｂがそれぞれ設けられている。また、図２に示すように、開
閉扉１７の内壁１７ａには、吸気口３８ａ、呼気口３９ａがそれぞれ設けられている。
【００１４】
　図４は本実施形態の呼吸機能検査装置１のローリングシール型スパイロメータ１２周辺
の概略の構造を示す説明図である。図４に示すように、ローリングシール型スパイロメー
タ１２は、円筒状のシリンダ１２１と、軸受け用のスライドベアリング１２２により支持
されるピストン１２３を備え、シリンダ１２１とピストン１２３との間をシリコン製のロ
ーリングシール１２４で密閉している。ローリングシール１２４の一端はシリンダ１２１
の内壁面に接合され、他端はピストン１２３の側面に接合されている。ピストン１２３の
移動に追随してローリングシール１２４が湾曲することで、シリンダ１２１とピストン１
２３との隙間の密閉状態が維持される。ピストン１２３が移動すると、ポテンショメータ
１２５でピストン１２３の中心軸１２６の軸方向の移動距離を検出する。
【００１５】
　図２及び図４に示すように、シリンダ１２１の開口部周囲の壁面には、シリコン製のク
ッション部材２１２が接合されており、シリンダ１２１の開口部が、環状のクッション部
材２１２によって囲まれる構成となっている。図４に示すように、クッション部材２１２
は、開閉扉１７が閉じられると、開閉扉１７の内壁１７ａと接触して変形することにより
、開閉扉１７を閉じたときの衝撃を緩和する。また、クッション部材２１２は、開閉扉１
７の内壁ａと密着することにより、開閉扉１７の内壁１７ａとシリンダ１２１の開口部周
囲の壁面との隙間を埋める。これにより、開閉扉１７の内壁１７ａとクッション部材２１
２とによって、シリンダ１２１内のシリンダ室２１１が密閉される。被験者の吸気時には
、シリンダ室２１１のガスが被験者に供給され（被験者がシリンダ室２１１のガスを吸入
し）、被験者の呼気時には、被験者の呼気がシリンダ室２１１に吐出される。即ち、開閉
扉１７が閉じられたときのシリンダ室２１１は、被験者の呼吸空間として機能する。
【００１６】
　図４に示すように、開閉扉１７の内壁１７ａには、吸気口３８ａ、呼気口３９ａが設け
られている。また、開閉扉１７の外壁１７ｂには、吸気チューブ接続口３８ｂ、呼気チュ
ーブ接続口３９ｂが設けられている。吸気口３８ａには、ゴムチューブ７３Ｃの一端が接
続され、吸気チューブ接続口３８ｂには、ゴムチューブ７３Ｃの他端が接続されている。
即ち、ゴムチューブ７３Ｃによりシリンダ室２１１から本体外部に吸気を通過させるため
の、呼気口３９ａから吸気チューブ接続口３８ｂに連なる吸気経路が形成されている。
【００１７】
　また、呼気口３９ａには、ゴムチューブ７３Ａの一端が接続され、図５に示すように、
凹部１８に設けられた本体部側流入口７２Ａには、ゴムチューブ７３Ａの他端が接続され
ている。また、図５に示すように、凹部１８に設けられた本体部側流出口７２Ｂには、ゴ
ムチューブ７３Ｂの一端が接続され、呼気チューブ接続口３９ｂには、ゴムチューブ７３
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Ｂの他端が接続されている。そして、後述するように、本体部側流出口７２Ｂには、収納
ケース５の収納ケース側流入口６３Ｂが流体的に接続され、本体部側流入口７２Ａには、
収納ケース５の収納ケース側流出口６３Ａが流体的に接続されることにより、収納ケース
５が凹部１８に接続されたときに、本体部側流出口７２Ｂと本体部側流入口７２Ａとが、
収納ケース５（収納ケース５内の吸収剤５１）を介して流体的に接続されることになる。
即ち、ゴムチューブ７３Ａ及び７３Ｂ、並びにこれらと接続される収納ケース５により、
本体外部からシリンダ室２１１に呼気を通過させるための、呼気チューブ接続口３９ｂか
ら呼気口３９ａに連なる呼気経路が形成されている。
【００１８】
　開閉扉１７の外壁１７ｂに設けられた吸気チューブ接続口３８ｂに接続された呼吸チュ
ーブを介して被験者が吸気を行うと、ピストン１２３が手前方向（開口部方向）に移動し
てシリンダ室２１１の容量（呼吸空間の体積）が減少すると共に、シリンダ室２１１内の
ガスが吸気口３８ａから外部に流出し、吸気チューブを介して被験者に供給される。この
ときのピストン１２３の移動距離をポテンショメータ１２５が検出することにより、吸気
量が電気信号に変換される。また、呼気チューブ接続口３９ｂに接続された呼気チューブ
を介して被験者が呼気を行うと、被験者の呼気は、呼気チューブ接続口３９ｂから収納ケ
ース５に到達し、収納ケース５を通過する際に吸収剤５１により二酸化炭素ガスが吸収さ
れ、さらに呼気口３９ａからシリンダ室２１１に吐出される。これに伴い、ピストン１２
３が奥方向（開口部と反対方向）に移動してシリンダ室２１１の容量（呼吸空間の体積）
が増加する。このときのピストン１２３の移動距離をポテンショメータ１２５が検出する
ことにより、呼気量が電気信号に変換される。ポテンショメータ１２５の電気信号は本体
部１１内部の制御部に送られ、図示しないＣＰＵで演算されて、ＣＲＴ１４に表示され、
プリンタ１５でプリントアウトされて、医師や検査技師等に通知される。
【００１９】
　図５は図１の呼吸機能検査装置１の本体部の側面に装着された本発明の収納ケースを示
す縦断面図、図６は図５のＰ矢視図である。図７は収納ケースを取り外した状態を示す呼
吸機能検査装置１の本体部の側面の縦断面図、図８は図７のＱ矢視図である。図５から図
８に示すように、本発明の収納ケース５は、上下方向に長い直方体の箱で、透明なアクリ
ル樹脂で成形され、内部に二酸化炭素ガスを吸収する吸収剤５１が収納されている。収納
ケース５の上板５２にはふた５２１がねじ込まれ、ふた５２１を取り外して吸収剤５１を
交換する。
【００２０】
　開閉扉１７の凹部１８の下面として、開閉扉１７の外壁１７ｂよりも内壁１７ａ側に入
り込んだ側面１８６の下端から水平方向に突出して本体部１１の表面位置に到る荷重支持
面１８１が形成され、この荷重支持面１８１に収納ケース５の底板５３の底面５３１が載
置されて収納ケース５の下向きの荷重が支持される。荷重支持面１８１には、収納ケース
５の挿入方向（図５、図７の左右方向）に平行に断面矩形で棒状の案内レール１８２がボ
ルトで固定されている。収納ケース５の底面５３１には、案内レール１８２に係合する案
内溝５３２が形成され、凹部１８に対して収納ケース５下部の挿入位置（図６の左右方向
）を位置決めする。案内溝５３２は、底板５３の左端面（図５で見て）に開口している。
【００２１】
　凹部１８の上面１８３は、収納ケース５の上板５２の上面５２２との間に隙間を有して
形成されている。凹部１８の上面１８３には、収納ケース５の挿入方向（図５、図７の左
右方向）に平行に断面矩形で棒状の案内レール１８４がボルトで固定されている。収納ケ
ース５の上板５２には、案内レール１８４に係合する断面矩形の係合突起５２３が形成さ
れ、凹部１８に対して収納ケース５上部の挿入位置（図６の左右方向）を位置決めする。
【００２２】
　収納ケース５の側板５４の側面５４１の上部と下部には、中空円筒状の雄継手６１Ａ、
６１Ｂが側板５４の側面５４１から突出して固定されている。雄継手６１Ａ、６１Ｂは、
シリコンゴム等の耐油性に優れた弾性部材で成型されている。雄継手６１Ａ、６１Ｂの右
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端（一端）は、側板５４にねじ込まれた中空円筒状のナット６２Ａ、６２Ｂによって側板
５４に固定されている。雄継手６１Ａと６１Ｂ、ナット６２Ａと６２Ｂは同一形状で、ナ
ット６２Ａには、呼気が収納ケース５から流出する収納ケース側流出口６３Ａが形成され
、ナット６２Ｂには、呼気が収納ケース５に流入する収納ケース側流入口６３Ｂが形成さ
れている。
【００２３】
　また、凹部１８の側板１８５の上部と下部には、中空円筒状の雌継手７１Ａ、７１Ｂが
側板１８５にボルトで固定され、雄継手６１Ａ、６１Ｂの左端（他端）が雌継手７１Ａ、
７１の内周面７４Ａ、７４Ｂに内嵌している。雌継手７１Ａには、呼気が本体部に流入す
る本体部側流入口７２Ａが形成され、雌継手７１Ｂには、呼気が本体部から流出する本体
部側流出口７２Ｂが形成されている。本体部側流入口７２Ａと本体部側流出口７２Ｂは、
側板１８５の側面１８６に開口している。雌継手７１Ａ、７１Ｂは同一形状で、表面が滑
らかで、強度があるポリアセタール樹脂で形成されている。雌継手７１Ａ、７１Ｂの左端
には、ゴムチューブ７３Ａ、７３Ｂが接続され、ゴムチューブ７３Ａ、７３Ｂは呼吸機能
検査装置１の呼吸経路に接続されている。
【００２４】
　図９は、本発明の呼吸機能検査装置の雌継手７１Ａ、７１Ｂと雄継手６１Ａ、６１Ｂの
接合部を示し、（ａ）は雌継手７１Ａ、７１Ｂに対して雄継手６１Ａ、６１Ｂの挿入を開
始した状態を示す拡大縦断面図、（ｂ）は雌継手７１Ａ、７１Ｂに対して雄継手６１Ａ、
６１Ｂの挿入が完了した状態を示す拡大縦断面図である。図９に示すように、雄継手６１
Ａ、６１Ｂの左端（他端）には、雄継手６１Ａ、６１Ｂの外周面６４Ａ、６４Ｂから半径
方向外側に突出するリップ部６５Ａ、６５Ｂが環状に形成されている。リップ部６５Ａ、
６５Ｂは、雄継手６１Ａ、６１Ｂの左端（他端）側から右端（一端）側に向かって斜めに
拡径するとともに、その右端（一端）側が雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７４Ｂ
に線接触するくさび形状に形成されている。
【００２５】
　雄継手６１Ａ、６１Ｂの自由状態では、雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７４Ｂ
の内径寸法よりも、リップ部６５Ａ、６５Ｂの右端の外径寸法が大きく形成されている。
雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７４Ｂの右端には、面取り部７５Ａ、７５Ｂが形
成されている。雄継手６１Ａ、６１Ｂの自由状態では、雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７
４Ａ、７４Ｂの右端（面取り部７５Ａ、７５Ｂの右端）の内径寸法は、リップ部６５Ａ、
６５Ｂの右端の外径寸法よりも大きく形成されている。すなわち、面取り部７５Ａ、７５
Ｂの左端から右端にかけて拡径する構成において、その左端（内周面７４Ａ、７４Ｂとの
境界）の内径はリップ部６５Ａ、６５Ｂの外径より小さく、その右端（開口端）の内径は
リップ部６５Ａ、６５Ｂの外径より大きい。
【００２６】
　収納ケース５の取っ手５５を手で持って、開閉扉１７の凹部１８に収納ケース５を挿入
すると、凹部１８の案内レール１８２、１８４に案内されて収納ケース５は凹部１８に正
確に位置決めされる。収納ケース５を凹部１８に挿入すると、図９（ａ）に示すように、
凹部１８の雌継手７１Ａ、７１Ｂに収納ケース５の雄継手６１Ａ、６１Ｂが挿入される。
すると、雌継手７１Ａ、７１Ｂの面取り部７５Ａ、７５Ｂに雄継手６１Ａ、６１Ｂのリッ
プ部６５Ａ、６５Ｂの右端が当接する。凹部１８に収納ケース５をさらに挿入すると、リ
ップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が矢印６６方向に倒れるとともに、雄継手６１Ａ、６１Ｂの
左端が矢印６７方向に若干縮径する。
【００２７】
　図９（ｂ）に示すように、凹部１８に収納ケース５をさらに挿入すると、リップ部６５
Ａ、６５Ｂの右端が矢印６６方向にさらに倒れて、雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ
、７４Ｂにリップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が線接触する。雌継手７１Ａ、７１Ｂや雄継手
６１Ａ、６１Ｂの製造誤差や取り付け誤差があっても、リップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が
、線接触状態を維持したままで矢印６６方向に倒れて誤差を吸収する。従って、継手接続
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部の漏れがなく、挿入抵抗が小さいため、収納ケース５を容易に着脱できることができる
。
【００２８】
　また、リップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７４Ｂ
に引っ掛かるため、振動等により収納ケース５が凹部１８から抜け出すことを防止するこ
とができる。また、凹部１８から収納ケース５を取り外す場合には、収納ケース５の取っ
手５５を手で持って、案内レール１８２、１８４に沿った方向に引き抜くことにより、雌
継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７４Ｂをリップ部６５Ａ、６５Ｂの右端が摺動して
、引っかかりや過度の抵抗を感じる無く凹部１８から収納ケース５を容易に取り外すこと
ができる。ここで、雌継手７１Ａ、７１Ｂの内周面７４Ａ、７４Ｂの左端から右端（面取
り部７５Ａ、７５Ｂの右端）にかけて内径寸法は縮小しない構成となっているため、凹部
１８から収納ケース５を容易に取り外すことができるとともに、収納ケース５を取り外し
た状態での内周面７４Ａ、７４Ｂの清掃等も容易である。
【００２９】
　図１０は、本実施形態の雄継手６１Ａ、６１Ｂを成形する金型を示す拡大縦断面図であ
る。図１０に示すように、本発明の雄継手６１Ａ、６１Ｂは、雌金型８１と雄金型８２を
使用してを製造する。本発明の雄継手６１Ａ、６１Ｂを製造する雌金型８１と雄金型８２
は逆テーパがないため、雄継手６１Ａ、６１Ｂを雌金型８１と雄金型８２から外すのが容
易で、作業時間を短縮できるため製造コストを低減することができる。
【００３０】
　呼吸経路中の二酸化炭素ガスを吸収する吸収剤を収納した収納ケースは、二酸化炭素ガ
スの吸収効率を確保するために、吸収剤を多く収納可能なように大型の収納ケースを使用
している。この収納ケースは、吸収剤を交換するために呼吸機能検査装置の本体部から着
脱する必要があるが、大型であるため、本体部の呼吸経路の接続口に漏れがなく容易に着
脱できることが困難であった。上記実施形態に示した開閉扉１７の凹部１８と収納ケース
５の着脱機構により、呼吸経路との漏れの無い接合が可能であり、且つ開閉扉１７と容易
に着脱可能となる。
【００３１】
　また、この実施形態では、凹部１８の荷重支持面１８１に設けられた案内レール１８２
及び収納ケース５の底面５３１に設けられた案内溝５３２、並びに、凹部１８の上面１８
３に設けられた案内レール１８４及び収納ケース５の上板５２に設けられた係合突起５２
３により、凹部１８に収納ケース５を接続する際の位置決めが容易である。また、凹部１
８から収納ケース５を引き抜く際にも、引き抜く方向が規定され、引っかかりや過度の抵
抗を感じることなく容易に収納ケース５を離脱させることができる。さらに、この実施形
態では、開閉扉１７の外壁１７ｂよりも内壁１７ａ側に入り込んだ凹部１８に収納ケース
５を設置可能であるため、本体部１１を省スペース化することが可能である。
【００３２】
［比較例］
　図１１は、比較例に係る呼吸機能検査装置の本体部の側面に装着された収納ケースの雄
継手と本体部の雌継手の接合部周辺を示す縦断面図、図１２は、図１１の雌継手と雄継手
の接合部を示し、（ａ）は雌継手に対して雄継手の挿入を開始した状態を示す拡大縦断面
図、（ｂ）は雌継手に対して雄継手の挿入が完了した状態を示す拡大縦断面図である。図
１１に示すように、収納ケース２１は上下方向に長い直方体の箱で、透明なアクリル樹脂
で形成され、その内部空間に二酸化炭素ガスを吸収する吸収剤２２を収納している。収納
ケース２１の上板２７にはふた２７１がねじ込まれ、ふた２７１を取り外して吸収剤２２
を交換する。収納ケース２１の側面２３には、中空円筒状の雄継手２４が側面２３から左
方に突出して形成されている。雄継手２４の内周面には、呼気が収納ケース２１から本体
部に流出する収納ケース側流出口２５が形成されている。
【００３３】
　呼吸機能検査装置の本体部側の側面には、円筒状の配管３１が取り付けられ、配管３１
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の内周面には、呼気が収納ケース２１から本体部に流入する本体部側流入口３２が形成さ
れている。配管３１の右端外周面には、弾性部材で形成された円筒状の雌継手３３の左端
がきつく外嵌して固定され、雌継手３３の右端の内周面３４が雄継手２４の外周面２６に
外嵌している。図１２（ａ）に示すように、雌継手３３の内周面３４には、３個の環状突
起３５が形成されている。環状突起３５は、断面が半円状で、雌継手３３の内周面３４か
ら半径方向内側に突出している。環状突起３５の内径寸法は、雄継手２４の外周面２６の
外径寸法よりも多少小さく形成されていて、適度な締め代を付与している。
【００３４】
　図１２（ｂ）に示すように、雌継手３３に雄継手２４を挿入すると、３個の環状突起３
５の接触面がつぶれて、雄継手２４の外周面２６と面接触する。その結果、外周面２６と
環状突起３５との間の摩擦抵抗が増大し、雌継手３３に雄継手２４を挿入するのに大きな
力が必要となる。また、雌継手３３、雄継手２４等の製造誤差によって、シールが不十分
になることを防止するために、環状突起３５と雄継手２４の外周面２６との間の締め代が
大きくなるように製造することになるため、外周面２６と環状突起３５との間の摩擦抵抗
が増大する傾向になる不具合もある。
【００３５】
　また、図１３に示すように、従来の雌継手３３は、雌金型４１と雄金型４２を使用して
製造するが、雄金型４２には、雌継手３３の環状突起３５を形成するために断面が半円状
の環状溝４３が形成されている。この環状溝４３は、雄金型４２から雌継手３３を取り外
す方向に対して逆テーパになるため、雌継手３３を雄金型４２から外しにくく、作業時間
が長くなるため製造コストが上昇する。
【００３６】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明はこの実施の形態に限定されることは
ない。本発明の目的、趣旨を逸脱しない範囲内での変更が可能なことはいうまでもない。
【符号の説明】
【００３７】
１…呼吸機能検査装置
１１…本体部
１２…ローリングシール型スパイロメータ
１３…キーボード
１４…ＣＲＴ
１５…プリンタ
１６…マウス
１７…開閉扉
１８…凹部
１８１…荷重支持面
１８２…案内レール
１８３…上面
１８４…案内レール
１８５…側板
１８６…側面
２１…収納ケース
２２…吸収剤
２３…側面
２４…雄継手
２５…収納ケース側流出口
２６…外周面
２７…上板
２７１…ふた
３１…配管
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３２…本体部側流入口
３３…雌継手
３４…内周面
３５…環状突起
３８ａ…吸気口
３８ｂ…吸気チューブ接続口
３９ａ…呼気口
３９ｂ…呼気チューブ接続口
４１…雌金型
４２…雄金型
４３…環状溝
５…収納ケース
５１…吸収剤
５２…上板
５２１…ふた
５２２…上面
５２３…係合突起
５３…底板
５３１…底面
５３２…案内溝
５４…側板
５５…取っ手
５４１…側面
６１Ａ、６１Ｂ…雄継手
６２Ａ、６２Ｂ…ナット
６３Ａ…収納ケース側流出口
６３Ｂ…収納ケース側流入口
６４Ａ、６４Ｂ…外周面
６５Ａ、６５Ｂ…リップ部
６６、６７…矢印
７１Ａ、７１Ｂ…雌継手
７２Ａ…本体部側流入口
７２Ｂ…本体部側流出口
７３Ａ、７３Ｂ、７３Ｃ…ゴムチューブ
７４Ａ、７４Ｂ…内周面
７５Ａ、７５Ｂ…面取り部
８１…雌金型
８２…雄金型
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